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	事業を行うために必要な経理的基礎及び技術的能力を
有することができるものであることを説明する書面

設立しようとする組合は、以下のとおり、事業を行うために必要な経理的基礎及び技術的能力を有することができるものであることを説明します。

１．経理的基礎
（１）賦課金収入
（単位：百万円）
	組合員名
	ｎ年度
	ｎ＋１年度
	ｎ＋２年度
	合計

	○○（株）
	100
	100
	100
	300

	○○（株）
	100
	100
	100
	300

	（株）○○
	100
	100
	100
	300

	合　計
	300
	300
	300
	900



※　上記賦課金を負担する各組合員の経理状況
（単位：百万円）
	組合員名
	資本金
	過去３事業年度の売上高及び経常利益

	
	
	○年度
	○年度
	○年度

	
	
	売上高
	経常
利益
	売上高
	経常
利益
	売上高
	経常
利益

	○○（株）
	100
	1,234
	123
	1,234
	123
	1,234
	123

	（株）○○
	200
	12,345
	1,234
	12,345
	1,234
	12,345
	1,234

	○○（株）
	50
	123
	12
	123
	12
	123
	12



（２）事業収入
（単位：百万円）
	項　目
	ｎ年度
	ｎ＋１年度
	ｎ＋２年度
	合計

	○○に関する委託費
	200
	200
	200
	600


※事業収入について、公的資金の場合は、採択済みのもののみ記載。


２．技術的能力
（１）組合員の技術的能力
	組合員名
	保有技術等
	本組合における活用等

	(株)○○
	○○に関する特許を保有し、○○の実績を有している。
	○○で蓄積した○○技術は、本組合の○○開発の推進に、有効。

	○○(株)
	○○装置に関して世界シェア○％の実績を有しており、関連する○○技術及びノウハウの蓄積がある。
	本組合で実施する○○の開発には、当該社の○○技術が不可欠。

	○○　○○
（○○大学○○学部教授）
	○○に関する実績があり、○○に関する知見を有している。
	○○で蓄積した○○技術は、本組合の○○開発の推進に、有効。

	
	
	



（２）主要研究者の技術的能力
	研究者名
	知識、研究開発能力・実績等
	本組合への技術的貢献等

	○○　○○
（○○(株)○○部長）
	○○に関する博士号を有し、○○（株）の○○部門で○年間に渡って、○○の研究を重ね、同社の○○におけるシェア拡大に貢献した。
	本組合で実施する○○の開発には、○○氏の○○技術が不可欠。

	○○　○○
（○○大学○○学部教授）
	○○に関する特許を保有し、○○の実績を有している。
	○○で蓄積した○○技術は、本組合の○○開発の推進に、有効。

	
	
	

	
	
	











